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製

〇

・

真
冬
を
思
わ
せ
る
春
で
し
た
が
、
彼
岸
の
中
日
も
明
け
た
二
十
二
日
か
ら
や
っ
と
　
　
　

，

○
　
　
陽
光
も
や
か
ら
か
さ
を
増
し
中
学
校
を
終
え
た
隼
団
就
職
生
か
関
東
、
関
西

´ヽ、
ヒ
　
　
＾

○
　
　
巣
立

っ
て
行
き
ま
し
た
っ
心
な
し
か
春
め
い
た
Щ

○
　
　
テ
ー
プ
３
思
わ
ず
別
れ
に
一供
ぐ
む
母
親
、
じ

っ
と
涙
を
二
ら
え
な
か
ら

″
元
気
・
．

∩
）

・
や
れ

″
と
い
う
父
親
、　
ハ
ス
は
ゆ

っ
く
り
進
人
な
か
ら
付
を
は
な
れ
て
行
〓
ま
ｔ

Ｏ
　
　
た
。

″
就
職
■
よ

几
気
で
が
ん
ば
れ

″

現
在
で
は
二
百
ノ
、
ほ
ど
の
ノ
、

か
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は

村
民
全
体
の
二
十
四
軒
の
プ
、
か

加

入
し
た
事
に
な
り
、
管
内
の

中
で
も
た
い
へ
ん
よ
い
加
入
率

二
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
加
入
率
が
良
い
と

い
っ
て
も
ま
た
七
十
著
以
Ｌ
の

ノ

が
加

入
し
て

い
ま
せ
ん
。

ま

お
得
て
十
。
加
入
手
続
き
は
簡

札
物
内
の
ノ
、
が
傷
害
を
１
う
む

単
―■
終
わ
り
ま
す
ぃ
役
場
に
お
　
っ
た
ヒ
■

』
で
の
と
き
に
で
も
ち
よ

っ
七
　

ψ
車
の
風
圧
で
倒
れ
た
り
、

民
生
係
に
寄

っ
て
加
入
手
続
き

車
に
接
触
す
る
の
を
避
け
ょ
う

一
¨

一
¨

‐二 一方日入
¨

¨
　
一

”獅いは「『“̈「一一̈一「̈一̈̈
¨̈一̈一̈］

´
用
車
、
オ
ー
ト
ニ
輪
、
ブ
ル
ド
故
は

わ

中
”
中
一

り 耕 ス
ヤ 運 ク
カ 機 ‐

〕
“
Ｆ
”
一

動
中

は
「
【
『
［
¨
¨
一
「
“

一　
　
間
　
ど
ん
な
交
通
事
故
で
も

　

間
　
自
分
の
不
注
意
に
よ

っ

テ

見
舞
金
は
出
る
か
　
　
　
　
　
て
事
故
を
起

二
し
た
と
き

■
も

の

　

答
　
車
に
乗

っ
て
い
て
、
そ

対
象
に
な
る
か

れ

の
車
が
衝
突
し
て
傷
害
を
こ
う

　

答
　
対
象

に
な
り
ま
十
。
た

別
一
む

っ
た
と
き
。
衝
突
ば
か
り
で

だ
し
自
殺
、
無
免
許
、
よ

っ
ば

ぶ

な
く
車
の
墜
落
、
転
覆
、
火
災

ら
い
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
で
、

と

爆
発
な
ど
も
当
然
対
象
に
な
り

事
故
を
起

こ
し
た
本
人
は
対
象

れ

ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
道
路
を

一一
な
り
ま
せ
ん
。

乱

歩
い
て
い
て
車
と
衝
突
し
た
り
　

間
　
事
故
の
内
容
に
よ

っ
て
．

通 新

事 入

故
学

（所
）

カ

―
―

み
ん
な
そ
ろ

っ
て
加
入
を
―
―

児

童

を

交

ら

守

ろ

う

の
一あ
ら
か
じ
め
安
全
な
道
路

を
歩
か
せ
る
こ
と
。

⑤
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し

て
、
正
し
い
歩
き
方
を
教
え
る

⑤
登
下
校
時
よ
り
も
、
帰
宅

後
の
外
出
の
時

に
注
意
さ
せ
る

０

「
黄
色
い
帽
子
」
は
、
登

下
校
時
以
外
で
も
着
用
さ
せ
る

（大
田
小
）
浜
田
満
利
子

（
十

三
小
）
藤
田
範
道
、
大
西
千
恵

子
、
葛
西
孝
明
、
三
上
勝
司
、

富
坂
勝
志
、
後
藤
富
士
子
、
佐

藤
君
子
、
石
岡

つ
き
子

（脇
小

）▼
八
級

‥
木
津
谷
登
喜
子
、
三

和
勉
、
三
和
護

（
相
小
）
奈
良

順
子

（
大
田
小
）
若
山
専
太
郎

（十
三
小
）
村
山
正
浩

（相
内

小
）
佐

々
木
千
春
、
高
橋
彩
子

沢
田
ひ
と
み
、
中
山
紹
子
、
小

寺
誠
二
、
田
中
義
仁
、
葛
西
時

男
、
沢
田
慎
佐
、
伊
南
幸
彦
、

和
島
克
彦
、
山
田
卓
美
、
新
岡

真

一
、
大
川
二
三
代
、
和
島
由

紀
子
、
伊
南
文
子

（脇
小
）
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う
とき
にそ
の期
間
の扮
宅サ
‐任進
一ジ
硼
嘔
円́
・ヽ（漱
強
障
睦
　
か
ら
だ
の
不
自
由
　
琳
一Ｍ
＝
つ囃
鋤
一
「一両
一．”
】直ｒ

，ｔ‐‐鉗
は
一一＝
恥”
雛
　
一訓
「
剥
引

‘つ
教
育
を
通
し
て
ギ
根
性
養
う

ｔヽのれま教“織そ‥こモのぁッ静”』力ヽし看痺嘲　一一ＥＡ鋒〕中一』［］］轟れが議軸師峰』脚帥『跡中壽一

一一　
　
昭
和
三
十
　
二
″
■
７
Ｆ
）
貴
て

ヽ
「
Ｔ
ｒ
Ｌ

】７
、
■
―

田コ
知
ｍ
子
主
ヨ
寧

ｚ

‘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽの
轍
請
工
瘍
れ
”
量

一一転誓には『・　　　　　″十人音具Ｒ了んすＦんパ
Ｌ刀にＩなれ”″　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぃ峰螂崚】制「『肺霧，ヽあり　一一一一性
‐浪さ』屁嘲働肛肇”ｒ
‐力ヽ　ヽの原輝畔珈湖鵠縣
′所長・営ヵ、

【興嘱ｒ
ぽ鯛
Ｄれ耐薮崚　一一ｂ動罐腱
現ｍ期帥
′ヽ三叶許
勧
酔̈耀
‐こ弘輌嘘蝶晰甜喋係長

ぃ
　
″〓
ら
ま
ん
が
日
記
を
書

い
て
い
る

へ
転
出
に
な
り
ま
し
た
。

¨
一　
一

′
地
坊
「
一
一
Ⅲ
嗽
晴
メ
漣
　
）
め
立
場
り
一
嘔
謎
熱

， る

，
よ
　

ヽ
‐―
瞼
工

‥力、
一
ｔ
″
川

‐ ド
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
儡
」
解
設
け
蟻
料
臓
拭
侵
　
一一
人
で
そ
の
日
記
帳
も
五
十
冊
に

感
激
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

攣
一
　

″
ん

′，ヽ

青
年

け
や
婦

人
会
　
う

に
な
り
　

こ
の
人

た
，
九́

　

動
規
媚

Ｌ
蹴

こ
と

＝
と

り
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

る
道
を
見
出

し
た

こ
と
を

摯
¨
　

■
手

は
じ

め

１■
社
会
教
育
学
　
積
極
的

に
出
席

し
て
く

れ

た
　

せ
ん
か
…
。

｝
一　
』
呵

―１１

ヽＬ
ガ
暉
引
燿
摯
手
嘴
　
響
櫃
■
■
■
■
■
買
ス
タ
■
　
■

・ス
「
〓
　

，゙

‥
ヽ
，
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
当
に
幸
せ
に
思

っ
て
い

こ
と
は
、
大
き
な
収
か
く
で
　
　
エ
ピ
ツ
ト
ド
に
な
る
か
ど

し
た
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
　
う
か
―
。
藻
川
か
ら
今
泉
に

に
感

じ
ま
し
た
。
そ

の

こ
と

）
の
立
場
が
尊
重
さ
れ
る
よ
　
　
―
な
に
か

エ
ピ
ソ
ー
ド
と

う
に
な
り
、
こ
の
人
た
ち
も
　
か
感
激
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

―

こ
れ
ま
千
．多
く
の
青
年

学
級
、
婦
ノ
、学
級
を
指
導
し

て
来
た
よ
う
子
す̈
が
、
特
に

印
象
こ
の
こ
る
学
級
に
つ
い

―
そ
う
で
す
ネ
ー
。
旧
七

和
村
の
高
野
青
年
学
級
と
村

′―
く
り
推
進
協
議
会
の
指
導

浪
岡
町
吉
野
田
の
青
年
か
ら

妨
害
を
受
け
、
活
動
は

一
時

と
ん
ざ
し
ま
し
た
が
、
ビ
ン

チ
の
時
の
活
動
を
盛
り
あ
げ

る
た
め
、
五
所
川
原
市
の
工

藤
直
三
郎
教
育
長
が
作
詞
、

弘
大
の
清
野
健
氏
が
作
曲
し

た
賛
歌
を
つ
く
り
、
続

い
て

制
服
、
バ

ッ
チ
、
級
旗
を
制

転
勤
に
な

っ
た
と
き
、
青
年

た
ち
が
十
三
台
の
ト
ラ
ク
タ

ー
を
連
ね
て
送

っ
て
来
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
部
落
の
人

た
ち
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。

逆
に
今
泉
で
は
、
中
里
町
の

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
学

校
教
育
、
社
会
教
育
を
通
じ

は
大
田
地
区
に
か
ぎ
ら
ず
全

村
的
な
も
の
で
あ
り
補
助
事

業
の
推
進
に
は
驚

い
て
い
ま

す
。
ま
あ
、
市
浦
村
社
教
三

年
の
あ
ゆ
み
が
着

々
と
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。
大
田
地
区
は
距
離

的
に
不
便
で
は
あ
る
が
、
教

育
に
は
へ
き
地
が
あ
り
ま
せ

（
三
月
届
け
出
分
）

渋

谷
　
勝
春

（小

佐
藤
　
節
子

（
相

渋
谷
　
正
敵

（
鶴

今
本
も
と
子

（
脇

鯖
榊
マサ義刊
“麒

隋
細
浴起
動
⌒献

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

成
田
加
津
子

（
脇
元
）
足
行

小
寺
　
彼
子

（
十
三
）
義
孝

万
谷
　
　
司

（
脇
元
）
　

昌

桑
野
　
砂
織

（脇
元
）
邦
夫

奈
良
　
和
之

（
相
内
）
源
悦

秋
田
谷
春
樹

（
相
内
）
正
義

秋
田
谷
道
彦

（桂
川
）
文
春

大
性
　
　
満

（
相
内
）

誠

奈
良
　
茂
樹

（
大
田
）
嘉
高

中
井
　
　
健

（
十
三
）
久
雄

佐

々
木
竹
守

（
相
内
）
守
治

藤
田
　
裕
樹

（磯
松
）
　

斉

佐
藤
　
寿
恵

（相
内
）
孝
治

吉
崎
　
靖
子

（磯
松
）
弘
栄

豊
島
貴
美
子

（
十
三
）
心

一

加
納
　
光
浩

（
十
三
）
辰
夫

工
千
　
香
子

（
相
内
）
真
之

松
江
　
智
久

（
十
一こ

幸
勝

鍋
田
　
行
範

（
相
内
）
勝
則

山
内
　
学

（相
内
）
ひ
さ
し

岡
本
　
里
志

（相
内
）
清
美

安
保

　

一
宏

（相
内
）
隆
悦

い

つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に
―

鰊

蜀

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
―

大
川
石
太
郎

（
磯
松
）
７５
歳

山
田
　
オ
サ

（
脇
元
）
田
歳

三
和
竹
之
助

（
相
内
）
８０
歳

亀
田
　
友
司

（
十
一３

９０
歳

中
島
　
き
ら

（
十
三
）
９０
歳

小
山
内

マ
ル

（
十
三
）
６４
歳

石
森
　
忠
嘉

（
相
内
）
７‐
歳

工
藤
　

ハ
マ

（
脇
元
）
５４
歳

・植
野
　
シ
マ

（
大
田
）
７４
歳

沼
田
己
之
助

（
脇
元
）
７６
歳

村
上
其
太
郎

（脇
元
）
７７
歳

奈
良
　
タ
マ

（十
一
し

８７
歳

葛
西
　
な

つ

（脇
元
）
９２
歳

和
島
　
し
く

（十
一３

８３
歳

米
谷
　
　
武

（相
内
）
２３
歳

成
田
　
タ
カ

（
相
内
）
７２
歳

猿
賀
　
勝
義

（相
内
）
４２
歳
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谷村

哲平
子内

脇五
所
メ||

元原

佐
藤
　
利
博

（
相

高
谷
　
時
子

（青

三
Ｌ
　
一二
男

（相

棟
方

フ
ミ
ヱ

（
金

山
田
　
昭
市

（脇

太
田
む
つ
子

（小

白
川
　
隆
治

（相

佐
藤
　
倶
子

（
相

前
田
　
光
明

（静

伊
南
　
節
子

（磯

河
端
　
清
勝

（
平

安
保
　
宏
子

（
相

須

々
田
喜
美
由

（十

福
士
　
敬
子

（中

後桜
藤庭
美
美敬
子一

磯青

松森 一冗
）
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